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1 　めぶくIDの登録やめぶ
くPayの操作方法などを
気軽に相談できます。
時  12月20日㈬から、９
時～17時
場 市役所12階

利用登録サポート窓口

　めぶくPay加盟店舗は随時公表
中です。めぶくPay公式ホーム
ページや前橋市ホームページ、
めぶくアプリをご覧ください。

めぶくPayへお金を
チャージ。
チャージはクレジッ
トカードや銀行口座
などからできます。

スマホアプリ「めぶく
アプリ」をダウン
ロードし、めぶくIDの
発行とめぶくPayの
利用登録をします。

銀行口座
クレジットカード

加盟店に設定してあ
る二次元コードを読
み取り、めぶくアプ
リに利用代金を入
力、決済をします。

1,000円
支払い

利用者自身で
利用代金を入
力します

Google PlayApp Store
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前橋市ホームページめぶくPay公式ホームページ
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https://maebashi-koshikai.jp/HP027-898-6989TEL 027-212-2939FAX前橋高志会

こどもフードパントリー事業の概要

　前橋高志会では、アフターコロナを迎えた経済社会を民需主導の自律的な成長軌道に乗せていくためには、民間
投資の誘発や少子化対策など、中長期的な経済成長に資する構造的な課題への取組が不可欠であるという認識のも
と、各委員会や総括質問で、各議員が昨年も政策提言してまいりました。
　本年も急激な社会情勢の変化に伴う様々な危機等にも備えながら、新しい視点やデジタル技術の活用によって、
持続可能な未来へ着実に対応できるよう各施策において、積極的に取り組んでまいります。
　引き続き、市民サービス向上に向けては各施策における選択と集中をいかに徹底するかが重要でありますので、
市民の皆様の声や地域の要望をお寄せ頂ければと考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

（上毛電気鉄道株式会社　前橋中央駅にて）

笠原 久

金井 清一

藤江 彰

小曽根 英明

山田 秀明

富田 公隆

 窪田 出

新春号発行のご挨拶

　前橋市では、昨今の物価高騰の影響を受けているひとり親家庭等を支援
するため、企業等から寄附いただいた食品や日用品を無償で配付する「こども
フードパントリー事業」が始まりました。
　市としては、宅配をきっかけに相談窓口や支援制度を案内し、必要な支援
につなげていきたい意向です。

〇 企業や団体の皆様へ（食品や日用品の寄附のお願い）

　寄附を検討いただける企業や団体の皆様は、こども支援課までお問
い合わせください。

〈希望する食品 〉　　・常温保存可能なもの
　　　　　　　　　・賞味期限が3か月以上あるもの

前橋版電子地域通貨前橋版電子地域通貨

めぶくPayめぶくPay
問 めぶくＩＤ、アプリ、利用登録、店舗登録については
　 めぶくグラウンド
　� ☎０５０‐８８９０‐９４０６（平日９時～17時）
　 電子地域通貨事業、キャンペーンについてはにぎわい商業課
　 ☎０２７‐２１０‐２１８８

問 前橋市役所
　� こども未来部こども支援課(こども政策係)
　 ☎０２７‐２２０‐５７０１

令和５年11月に１回目の配付
を行いました。

（710世帯に配付）
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最大
10,00010,000ポイント

還元

　めぶくPay全利用者を対象に、支払い額に応じた
ポイント還元を実施中です。
❶スタートアップキャンペーン
時 12月20日㈬～１月31日㈬
還元率＝20％（１人期間中支払い額上限５万円
（１万ポイント）まで）
※ポイントは２月上旬に付与します。

ポイント還元

令和６年２月下旬車輛更新予定

本誌の制作・配布には政務活動費が充てられています

幹事長　富田公隆



▪ 所属議員紹介 ▪ 第３回・第４回定例会常任委員会質問事項です。

■ 令和５年 市民経済常任委員会 決算委員会
１．ゴミ収集運搬事業について
２．高等職業訓練校運営補助事業について
３．農業委員会活動における
　  女性参画等について
４．農業経営基盤強化について
５．蚕業振興推進事業について
６．農業用施設整備
     事業について

富田 公隆 とみた きみたか　

■ 令和５年 第４回定例会 総括質問
１．�県道苗ケ島飯土井線の波志江スマートICまでの延伸による

本市への効果や活用
　⑴都市計画道路木瀬城南通線の整備
　⑵歴史文化施設への誘導 ①女堀  ②大室公園  ③阿久沢家住宅
　⑶スポーツ振興  ①前橋総合運動公園第二野球場  ②駅伝等の園路整備
　⑷産業団地の整備
　⑸伊勢崎市との連携
２．施設園芸農家に
　  対する支援について
　⑴これまでの実績
　⑵資材高騰の現状
　⑶今後の支援

窪田 出 くぼた いずる　
こんにちは、くぼた出です。第３回（９月）定例市議会では下記の項目ついて質問させていただきました。

金井 清一 かない きよかず　

■ 令和５年第３回定例会質問項目
委員会

令和４年度決算状況について
•実質単年度収支（16億3,200万円の赤字）
•財政調整基金（令和４年度約78億円）
•経常収支比率（95.6％▲6.3ポイント）
•減債基金（約20億9,000万円）
•実質公債費比率（8.2％、基準内の指標）
•将来負担比率（59.3％、基準内の指標）
防災対策事業について
•防災対策推進事業（防災アドバイザー）
•防災体験（地震体験車・煙体験ハウス）
•ＡＲ/ＶＲの技術を活用した防災体験

■ 令和５年第４回定例会質問項目
本会議

職員のＤＸについて
•クラウド接続系ネットワーク（クロームOS）
自治会のＤＸについて
•タブレット端末（電子回覧板「結ネット」）
単位老人クラブについて
•クラブ数減少（令和４年度177クラブ）
公開緑地について
•公園整備（市内約430箇所）
•公開緑地（S60年から31箇所整備）
泉橋通線（市道00-065号線）について
•令和５年度（交差点改良工事・用地買収）
亀泉清掃工場跡地について
・跡地の利活用（令和２年３月末閉場）

藤江 彰 ふじえ あきら　

■ 令和５年 第３回定例会 総括質問（９月議会）
１　市役所のＤＸ化について
　�　ＡＩチャットボットは、市民が時間や場所にとらわれずに問い合わせができ、業務効率化にも

つながると考えます。そこで、ＡＩチャットボット導入に対する考え方を質問しました。
２　ひとり親家庭の支援について
　�　就業中のシングルマザーがすき間時間を利用して、気軽に求職活動ができる体制を築き、経済

的自立への一助となるようＬＩＮＥを活用した相談体制の構築を要望しました。
３　建設業における働き方改革について
　�　公共工事の施工時期を平準化することは、年間を通した工事量が安定することで、受注者、発

注者双方の働き方改革にも大きな効果を生み出すものと感じています。
４　学校の暑さ対策について
　�　近年は、私たちが子どもの頃と比較にならない厳しい暑さになっています。児童生徒の安全を

最優先に、夏休みの延長や運動会の開催時期の見直しを検討すべきと訴えました。

◦市議会 副議長　⃝文京・天川・六供地区　⃝3期　
⃝教育福祉常任委員

⃝副幹事長　⃝永明地区　⃝４期　
⃝教育福祉常任委員（委員長）　⃝議会運営委員（副委員長）　

⃝桂萱地区　⃝5期　
⃝総務常任委員　⃝ICT 利便性向上調査特別委員（副委員長）

■ 第3回定例会 総括質問項目
１．土木費について

（1）道水路補修改良事業補正案　→６月補正と合わせて例年より２倍の補正額となりました
（2）財源　　（3）国庫補助
２．水質浄化センター更新事業について
　　→六供町に所在する水質浄化センター（下水処理場）は今後25年かけて段

階的にリプレースしなが建て替え（更新事業）が始まります。民間活力によ
りコスト削減、期間短縮がどの程度図れるかなど現時点の状況を伺いました。

（1）PPP/PFI手法導入の経緯　（2）PPP/PFI手法導入効果の見込み
（3）事業方式　　（4）運営事業者　　（5）地域対応
３．自治会タブレットについて

（1）状況　→ほぼ全ての自治会長へタブレット端末が貸与されました　　（2）スケジュール
（3）今後　→�町内電子回覧版などの可能性について調査、研究を行ってもらいます
４．競輪特別会計について

（1）繰出金　→�過去には年1億円が民間委託の導入により最近では年3億円（競輪の利益）が一般
財源へ繰り入れされています

（2）競輪収益金の使途　→�繰り入れされたお金は主に社会福祉、教育に資するものに使用するよう
法律（自転車競技法）に定められています。

■ 第3回定例会 教育福祉常任委員会質問項目（決算審査）
１．意思疎通支援事業について

（1）派遣先の現状と問題点　　（2）盲ろう者向け通訳介助員派遣事業
（3）急な派遣依頼への対応　　（4）新規手話通訳者の登録状況
２．高齢者世帯エアコン購入費等助成事業について

（1）予算の執行率　　（2）今後の対応
3．シルバー人材センター支援事業について

（1）支援事業の目的　　（2）会員数　　（3）業務内容　　（4）会員の収入　　（5）今後の方針
4．生活保護費支給事業について

（1）保護の動向　　（2）世帯類型　　（3）返還金の未済金
5．がん検診事業について

（1）自己負担額導入の状況　　（2）受診者数
6．教育アドバイザー事業について

（1）事業内容　　（2）執行予算の内訳　　（3）状況
7．教職員研修事業について

（1）研修内容　　（2）研修成果　　（3）教職員の服務
8．生涯学習奨励事業について

（1）コミュニティセンター社会教育事業の実施内容
（2）地域との連携　　（3）社会教育事業の今後の展開
9．学校給食実施事業について	

（1）給食費単価30円増額の理由　　（2）今後の動向　　（3）本市の給食費無償化の見解

【総括質問録画中継 】

⃝幹事長　⃝城南地区　⃝４期　
⃝市民経済常任委員　⃝議会運営委員

第二野球場審判棟及びスタンド 波志江スマートICまで延伸工事中

■ 令和５年 第４回定例会　総括質問
1．スポーツ振興について
　①スポーツ施設の計画的な改修　②スポーツ団体への活動支援
　③部活動の地域移行（取組状況・支援）　④旧広瀬中学校の活用
2．�出産・子育て支援について
　①出産・子育て応援給付金事業（現状・今後の展開）
　②伴走型相談支援（現状・今後の展開）
　③プレコンセプションケア事業
３．まちづくりについて
　①�千代田町中心拠点地区第一種再開発事業
　　（進捗状況・課題解決にむけ）
　②�中央前橋駅整備（現状・今後の整備）
　③新前橋駅周辺（再開発事業・拠点づく）

■令和５年 建設水道常任委員会 決算審査
１．水道事業について
　①事業運営の取り組みと経営の見直し
２．下水道事業運営について
　①企業債残高と経営の効率化の取り組み
３．舗装長寿命化修繕計画事業について
　①取り組みと事業概要・効果と課題
４．空き家対策事業について
　①対策補助金の内容と内訳

小曽根 英明 おぞね ひであき　
◦政策審議会長　◦桃井・中央地区　◦４期　
◦建設水道常任委員　◦都市計画審議委員

決算審査賛成討論

山田 秀明 やまだ ひであき　

■令和5年 第３回定例会 総括質問
１．予防接種の取組について（コロナワクチン）
２．農業用ため池について
３．前橋駅北口一時預かり施設について
４．子育てひろばについて

■令和５年 第４回定例会 総括質問
１．消防施策について
２．インフルエンザ予防接種事業について
３．デジタル共生社会について
４．地域の諸課題について（農業用水路）

■令和５年 ９月 決算委員会
１．道路の除草について
２．歴史まちづくりについて

■ 市民経済常任委員会決算審査質問項目
1．商店街振興について
　（1）市内商店街の現状　（2）補助金等支援の状況
　（3）今後の支援の方向性
2．自治会一括交付金について
　（1）決算の報告　（2）防災関係
3．西善中内産業用地造成事業について
　（1）令和4年度決算　（2）進捗状況と現状　（3）今後の予定
4．新エネルギー発電事業特別会計について
　（1）電線ケーブル盗難事件　（2）再発防止策
5．市営立体駐車場管理運営事業について
　（1）令和4年度利用実績　（2）前橋テルサ閉館の影響　（3）維持管理

■ 令和5年度 第３回定例会 総括質問
1．本市の財政について
　（1）予算の執行状況　（2）財政調整基金　（3）市債
2．本市の危機管理について
　（1）災害時応援協定　（2）上水道相互連絡管の現状
　（3）自主防災会

■ 令和5年度 第４回定例会 総括質問
1．本市の財政運営について
　（1）市税の収入見通し　（2）財政調整基金　（3）上下水道事業会計
2．ごみと資源化処理の業務について
　（1）ごみの収集運搬と処理の現状
　（2）民間事業者への委託状況
　（3）ごみ処理経費軽減の取組
3．本市の道路整備について
　（1）道路整備状況　（2）生活道路の取組

笠原 久 かさはら ひさし　

令和５年
第３回定例会

第３回定例会

令和５年
第４回定例会

第４回定例会

⃝駒形町・永明地区　◦５期
◦市民経済常任委員　◦ICT 利便性向上調査特別委員

◦城南地区　⃝1期　
⃝建設水道常任委員（副委員長）

令和６年度予算編成に対する要望書

※全ての要望事項については会派のHPをご覧ください　https://maebashi-koshikai.jp/

　前橋高志会では、令和５年10月
19日に令和６年度の予算要望書を山
本市長、中島副市長、大野副市長に
提出しました。本要望書では、会派
に寄せられた多くの市民の方々の声
や地域の要望に重点を置きつつ、本
市の将来を見据えた要望事項として
まとめました。


